
犯罪や非行のない明るい社会の構築に向けて

▲

行政報告…………………………………………２Ｐ

▲

人事案件・動産の取得・工事請負契約の締結……３Ｐ

▲

条例・補正予算・意見書など…………………４Ｐ

　　　　　…9人登壇… ………………………… 5Ｐ

▲

議員別使途状況を公開……………………… 15Ｐ

▲

５月臨時会…………………………………… 16Ｐ

一般質問

No.257 令和７年８月１日
広報の発行は、5月・8月・11月・2月の年 4回です。

◆発行／北海道美幌町議会　◆編集／議会運営委員会

　今年で75回を迎えた「社会を明るくする運
動」は毎年７月を強化月間とし、美幌町でも「町
民一人ひとりが明るい社会づくりを目指す」な
ど３つのスローガンを掲げて各種啓発活動を実
施しました。
　開会式では、美幌町と津別町の３中学校合同
の吹奏楽部の皆さんに演奏を披露していただ
き、啓発活動のスタートに花を添えてくれました。

７月６日　社会を明るくする運動　開会式
6月定例会のあらまし

こんなことを聞きました

政務活動費収支状況をお知らせします

こんなことを決めました



定例会 教育委員会教育長の任命、条例の制定及び
改正、補正予算などを審議　6月

６月定例会のあらまし

町長の行政報告 (要旨 )

　会期を３日間と決定し、町長から行政報告を受けました。その後、議員５名（馬場・大原・藤原・
上杉・横山）が一般質問に登壇し、峠の湯びほろ、みらい農業センター、公共施設設置AED、子育
て支援の拡充、集会室等の管理運営などについて活発な議論が交わされました。

　議員４名（宮崎・松浦・伊藤・大江）が一般質問に登壇し、ハラスメント対策、中高一貫教育、物
価高騰対策、公営住宅の弾力的活用策などについて活発な議論が交わされました。次いで、議案審議
に入り、人事案件１件（教育委員会教育長の任命）、動産の取得４件（美幌小学校校務用端末一式、
各小中学校児童生徒用ＧＩＧＡスクール端末一式、スクールバス、グランドケトル）を審議し、いず
れも原案どおり可決しました。

　また、議案審議が円滑に進んだことから、３日目（19日）に予定していた日程を繰り上げ、工事
請負契約の締結５件（商店街街路灯ＬＥＤ交換修繕、旭団地７号棟建設建築主体工事、旭団地７号棟
建設電気設備工事、旭団地７号棟建設機械設備工事、陸上競技場照明ＬＥＤ交換修繕）、条例の制定
１件（美幌町移住相談拠点施設条例の制定）、条例改正１件（税条例の一部改正）、補正予算案（一
般会計、公共下水道事業会計）を審議し、いずれも原案どおり可決しました。次いで、７件の意見書
案を可決し、４件の報告を受け、議員の派遣及び各常任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出
を承認して、全日程を終了し閉会しました。

17日

18日

■職員の人事異動の発令
　去る４月１日、職員の人事異動の発令を行いましたが、今回の異動につきましては、職員の政策形成能力の向
上を図るため、北海道へ職員１名を派遣したほか、森林行政の充実を図るため、北海道との職員交流として森林
技術職員１名を配置、総合計画策定、国勢調査実施のため、政策推進課政策統計グループに主査職２名を配置し
ました。
　また、特別職の任命に伴う部長職の昇任及び配置替え、退職者の補充、長期在任者の配置換え、新規採用職員
の発令を行った結果、全体で70名の人事異動となったところであります。
■ご寄附
　去る３月28日、網走信用金庫様から創立100周年の節目にあたり、美幌町のために役立てていただきたいと
300万円のご寄附をいただきました。ご厚志をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用してまいります。
■美幌町立国民健康保険病院の医師の退職及び医師の確保
　令和４年８月１日に採用いたしました外科の常勤医師である松浦一郎（まつうらいちろう）医師より、去る５
月２日、一身上の都合により令和７年７月31日付けをもって退職したい旨、退職願の提出があったところであり
ます。町といたしましては、慰留に努めてまいりましたが、本人の意思を尊重し、退職を承認したところであり
ます。
　常勤医師の退職により、外来及び入院診療に係る医師の負担増が懸念されるため、一日でも早い後任医師の確
保に努めるとともに、今後も診療体制の充実を目指し取り組んでまいります。

会期３日間を１日短縮して閉会

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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■教育委員会教育長　　小
こ

室
むろ

　保
やす

男
お

　氏（再）　…任期：令和７年９月１日から令和10年８月31日

人　事　案　件

動 産 の 取 得

工事請負契約の締結

こんなことを決めました

任命の同意をしました。

原案どおり可決しました。

すべて原案どおり可決しました。

商店街街路灯 陸上競技場

旭団地

■美幌小学校校務用端末一式　
1,125万6,300円

■商店街街路灯ＬＥＤ交換修繕　
　5,232万8,100円

■旭団地７号棟建設建築主体工事　
　8億8,220万円

■旭団地７号棟建設電気設備工事　
　1億2,650万円

■旭団地７号棟建設機械設備工事　
　1億2,848万円

■陸上競技場照明ＬＥＤ交換修繕（60台）　
　6,270万円

■スクールバス（1台）	 2,464万円

■各小中学校児童生徒用ＧＩＧＡスクール端末一式　
6,263万2,900円

■グランドケトル（1基）	 1,188万円

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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こんなことを決めました

　

　

補　正　予　算

7件の意見書案を可決し関係機関へ提出
令和７年６月定例会では、７件の意見書の提出を求める陳情のうち、７件の意見書案を可決し、国などの関係機関へ提出しました。

■令和7年度美幌町一般会計補正予算（第１号）
　・定額減税補足給付金不足額給付事業にかかる関連経費…………………… 6,228万6千円の増額　　■
　・畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業等の実施に伴う
　　農林水産省の間接補助……………………………………………………1億1,594万8千円の増額　など

■令和7年度美幌町公共下水道事業会計補正予算（第１号）
　・大規模下水道管路特別重点調査等事業に伴う調査業務委託料…………………… 360万円の増額　　

■ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
　…………………………………………………………………………………………【提出先】内閣総理大臣　外
■適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める意見書
　………………………………………………………………………………………… 【提出先】内閣総理大臣　外
■国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求める意見書
　…………………………………………………………………………………………【提出先】内閣総理大臣　外
■２０２５年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
　…………………………………………………………………………………………【提出先】北海道労働局　外
■地方財政の充実・強化に関する意見書
　…………………………………………………………………………………………【提出先】内閣総理大臣　外
■義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを求める
　意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　…………………………………………………………………………………………【提出先】内閣総理大臣　外
■	道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆたかな学び
　を保障する高校教育を求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　…………………………………………………………………………………………【提出先】北海道知事　　外

条例の制定・改正
すべて原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。補正予算の主な内容は次のとおりです。

■美幌町移住相談拠点施設条例の制定
　令和４年に設置した移住相談拠点施設「ＫＩＴＥＮ」をみどりの村大
規模改修に伴う指定管理者公募に併せ、令和８年度より行政財産とし、
指定管理者による管理を可能とするなどの法制整備を行うため、新た
に条例を制定しようとするもの

■美幌町税条例の一部改正
　地方税法の一部改正に伴い、個人町民税の特定親族特別控除の創
設、加熱式たばこに係るたばこ税の課税標準の特例に関する規定の見
直しのほか、所要の税条例の改正を行おうとするもの 移住相談拠点施設「ＫＩＴＥＮ」

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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一 般 質 問 一般質問には９人が登壇しました。質問事項と質問要旨は次のとおりです。

順 質…問…者 質　問　事　項 質　問　要　旨

1 馬場　博美
議　　　員

１　……美幌町交流促進センター「峠の湯びほろ」
について

(1) 大規模改修等について

(2) 指定管理料について

２　自治会活動の推進について
(1) 解散した自治会の対応等について

(2) 自治会活動の推進条例の制定について

３　公共施設等の適正な配置について (1) 美幌町公共施設等総合管理計画について

４　小中学校における少人数学級について (1) 少人数学級の推進について

2 大原　　昇
議　　　員

１　教育行政について (1) いじめ対策について

２　農業政策について

(1) みらい農業センターの改修について

(2) 美幌町への就農支援について

(3) 農業体験実習の導入について

３　パブリックコメントについて (1) パブリックコメントの分析と意見の反映について

3 藤原　公一
議　　　員

１　公共施設設置のＡＥＤについて
(1) 公共施設設置のＡＥＤへの三角巾の常備について

(2)ＡＥＤ設置箇所の拡充について

２　町道をはじめとした町施設の維持管理について (1)ＬＩＮＥを利用した通報システムについて

３　公共施設・関連施設における決済方法について (1) 公共施設・関連施設における電子決済について

4 上杉　晃央
議　　　員 １　子育て支援の拡充について

(1) ひまわり保育園閉園への対応について

(2) 町立保育園の今後の在り方について

5 横山　清美
議　　　員

１　集会室等の管理運営について (1) 美幌町地域用水広報館の管理運営について

２　熱中症対策について (1) 熱中症から町民の生命を守るための現状の取組及び今後の対策について

6 宮崎奈津江
議　　　員

１　……美幌町におけるハラスメント対策について
(1) 退職及び病気休暇取得の状況及び再発防止策について

(2) ハラスメント問題の認識とその対策について

２　働き方と過重労働の是正について

(1) 窓口対応時間の見直しと業務改善について

(2) 長時間労働の実態と組織文化の見直しについて

(3) 柔軟な働き方と男女共同参画の推進について

7 松浦　和浩
議　　　員

１　中高一貫教育について (1) 美幌高等学校の存続に向けた取り組みについて

２　財政運営について

(1) 第３次美幌町財政運営計画について

(2) 公営住宅整備計画について

(3) 日並浄水場及び美幌町下水終末処理場の整備について

３　みどりの村再整備事業について (1) みどりの村の指定管理について

8 伊藤　伸司
議　　　員

１　物価高騰対策について (1) 物価高騰の具体的な対策について

２　下水汚泥の有効活用について (1) 下水道汚泥の堆肥化と肥料化について

9 大江　道男
議　　　員

１　公営住宅について
(1) 公営住宅入居率改善への取組について

(2) 風呂釜等未設置住宅（世帯）への対応について

２　高齢者補聴器購入費助成制度について (1) 高齢者補聴器購入費助成制度の改善について

　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわたり執行機関（町や教育委員会など）に対
し、事務執行の状況や将来に対する方針の考え方、疑問点などについて質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案審議とともに議会活動の中にあって最も重要なも
のであり、行政の執行を監視し、建設的に政策を論議することで、公正な行政を確保するもの
です。

一般質問とは
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問　

峠
の
湯
び
ほ
ろ
は
、

オ
ー
プ
ン
か
ら
今
年
で
29

年
目
を
迎
え
、
建
物
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
の
大
規
模
改
修
等
の
考

え
方
は
。

答
　
屋
根
や
外
壁
の
ほ
か
、

配
管
等
の
経
年
劣
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
年

度
内
を
目
途
に
「
新
築
」

「
大
規
模
改
修
」
「
既
存

施
設
を
活
用
し
た
一
部
建

て
替
え
」
に
つ
い
て
、
一

定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
者
の
経
営

収
支
は
、
毎
年
度
、
赤
字

決
算
が
続
い
て
い
る
。
今

後
、
指
定
管
理
料
の
大
幅

な
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

答　

経
営
収
支
が
赤
字
と

な
る
こ
と
は
適
当
で
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
令
和

８
年
度
以
降
の
指
定
管
理

料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
利
用
実
績
等
を
踏
ま

え
、
し
っ
か
り
積
算
し
て

ま
い
り
た
い
。

解
散
自
治
会
へ
の
対
応

問　

町
の
責
務
と
し
て
、

解
散
し
た
自
治
会
を
含
む

未
配
布
世
帯
に
広
報
誌
を

全
戸
配
布
す
べ
き
で
は
。

答　

必
要
な
情
報
を
町
民

皆
様
へ
届
け
る
こ
と
は
町

の
責
務
と
捉
え
て
い
る
が
、

ま
ず
は
地
域
住
民
が
主
体

的
に
支
え
合
い
、
必
要
な

情
報
を
誰
も
が
得
ら
れ
る

環
境
の
実
現
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
積
極
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

自
治
会
活
動
推
進
条
例
の
制
定

問　

近
年
の
自
治
会
の
解

散
や
未
加
入
者
の
増
加
に

伴
い
、自
治
会
活
動
の
推

進
条
例
を
制
定
す
べ
き
で

は
。

答
　
現
時
点
に
お
い
て
制

定
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

も
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

問　

本
計
画
と
は
別
に
、

実
行
計
画
と
な
る
「
美
幌

町
公
共
施
設
の
見
直
し
方

針
」
な
ど
を
策
定
し
、
毎

年
、
全
体
計
画
の
進
捗
管

理
を
行
い
、
公
共
施
設
等

の
適
正
な
配
置
を
行
う
べ

き
で
は
。

答　

関
連
す
る
個
別
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
新
た
に
策
定
す
る
予

定
は
な
い
が
、
本
年
度
か

ら
計
画
の
検
証
及
び
見
直

し
作
業
を
し
、
次
期
計
画

の
10
年
計
画
と
な
る
Ⅱ
期

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　

美
幌
町
に
お
け
る
小

学
校
１
・
２
年
生
の
30
人

以
下
学
級
の
実
施
成
果
及

び
課
題
は
。
ま
た
、
小
学

校
全
学
年
で
の
30
人
以
下

学
級
の
導
入
及
び
中
学
校

を
含
め
た
今
後
の
少
人
数

学
級
導
入
の
考
え
は
。

答　

「
き
め
細
か
い
指
導

が
可
能
に
な
っ
た
」
「
個

に
応
じ
た
指
導
が
し
や

す
く
な
っ
た
」
な
ど
の
効

果
が
あ
る
一
方
で
、
教
員

の
な
り
手
不
足
が
進
む
中
、

町
費
に
よ
る
臨
時
教
員
の

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

小
学
校
全
学
年
で
導
入
す

る
場
合
、
町
費
に
よ
る
臨

時
教
員
の
確
保
は
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
中

学
校
で
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
引
き
続
き
学
習
環
境

の
体
制
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

馬場議員の一般質問YouTube配信は
17:51 から 1:18:21 です。

◆ 

馬ば

ば場  
博ひ

ろ

美み 
議
員

自

治

会

活

動

公
共
施
設
の
適
正
配
置

建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

今
後
の
大
規
模
改
修
等
の
考
え
は

年
度
内
を
目
途
に
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い

問答

峠

の

湯

び

ほ

ろ

峠の湯びほろ

少
人
数
学
級
の
推
進

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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美
幌
町
へ
の
就
農
支
援

問
　
み
ら
い
農
業
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
期
間
中
と

就
農
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

の
た
め
新
規
就
農
者
と
研

修
生
が
意
見
交
換
で
き
る

場
を
設
け
る
考
え
は
。

答　

従
来
ま
で
の
農
家
実

習
を
継
続
す
る
中
で
実
施

し
て
い
き
た
い
。

農
業
体
験
実
習
の
導
入

問
　
就
農
へ
の
理
解
を
深

め
就
農
後
の
暮
ら
し
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
た

め
、２
週
間
程
度
の
体
験
実

習
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

経
営
移
譲
希
望
者
と

経
営
継
承
希
望
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
際
に
数
日
か

ら
１
週
間
程
度
の
滞
在
に

よ
る
農
作
業
体
験
や
暮
ら

し
体
験
を
経
て
み
ら
い
農

業
セ
ン
タ
ー
へ
入
所
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
今
後
も

新
規
就
農
に
繋
が
る
受
入

れ
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
い
じ

め
で
苦
し
む
ケ
ー
ス
は

全
国
的
に
後
を
絶
た
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
①
教
育

委
員
会
で
の
町
内
小
中
学

校
で
い
じ
め
が
発
生
し
て

い
る
と
い
う
認
識
の
有
無
、

②
い
じ
め
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
児
童
生
徒
へ
の
教

育
委
員
会
及
び
学
校
の
対

応
と
対
策
、
③
義
務
教
育

学
校
に
よ
る
小
中
一
貫
教

育
の
取
組
を
進
め
る
中
で

の
い
じ
め
対
策
、
④
い
じ

め
対
策
の
一
つ
と
し
て
の

予
防
教
育
導
入
、
⑤
い
じ

め
の
早
期
発
見
な
ど
の
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

や
休
み
時
間
に
お
け
る
校

内
巡
回
員
の
配
置
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
　
①
令
和
６
年
11
月
に

実
施
し
た
い
じ
め
問
題
の

調
査
に
よ
り
い
じ
め
が
発

生
し
て
い
る
現
状
を
認

識
し
て
い
る
。
②
児
童
生

徒
に
は
、
美
幌
町
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き

速
や
か
に
事
実
確
認
を
行

い
、
再
発
防
止
に
向
け
た

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

心
理
的
ケ
ア
や
学
習
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
保
護
者
に
は
、
学
校

に
お
け
る
対
応
を
説
明
し
、

い
じ
め
の
再
発
防
止
に
向

け
た
理
解
と
協
力
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
は
、
学
校

と
職
員
が
情
報
を
共
有

し
、
迅
速
か
つ
組
織
的
に

対
応
し
て
い
る
。
い
じ
め

防
止
対
策
と
し
て
、
道
徳

で
の
人
権
尊
重
の
意
識
を

深
め
る
授
業
や
ネ
ッ
ト
モ

ラ
ル
に
関
す
る
講
話
の
開

催
、
い
じ
め
の
悩
み
相
談

窓
口
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
い

じ
め
防
止
に
向
け
た
啓
発

を
実
施
し
て
い
る
。
③
小

学
校
・
中
学
校
の
教
員
が

児
童
生
徒
の
成
長
を
一
体

的
に
見
守
り
、
児
童
生
徒

の
年
齢
や
発
達
段
階
に
合

わ
せ
た
多
様
な
指
導
が
可

能
と
な
る
た
め
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
④
各

小
中
学
校
で
は
道
徳
の
授

業
や
学
級
活
動
の
ほ
か
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
い

じ
め
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
⑤
児
童
生
徒
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
繋

が
る
可
能
性
の
ほ
か
、
カ

メ
ラ
の
存
在
が
児
童
生
徒

に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
与

え
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
現
時
点
で
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
教
員
に

よ
る
校
内
巡
回
を
行
い
学

校
生
活
環
境
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

町
民
説
明
会
の
開
催

問
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
実
施
の
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
町
民
説
明
会
を
開

催
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　
各
種
施
策
等
に
つ
い

て
住
民
説
明
会
が
必
要
な

場
面
が
あ
れ
ば
、
今
後
も

適
宜
開
催
し
て
ま
い
り
た

い
。

大原議員の一般質問YouTube配信は
1:31:01 から 2:31:38 です。

◆ 

大お
お

原は
ら

　
昇の

ぼ
る 

議
員

研
修
生
が
安
心
感
を
持
っ
て
研
修
に

専
念
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
面
改
修
す
る
考
え
は

当
面
は
破
損
や
老
朽
化
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

修
繕
・
補
修
を
行
う
こ
と
で
考
え
て
い
る

問答

み
ら
い
農
業

セ
ン
タ
ー

い

じ

め

対

策

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
夜
間
や
公
共
施
設
が

休
館
の
場
合
、
緊
急
時
に

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

使
用
で
き
ず
、
十
分
な
対

処
が
行
え
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
町
民
の
救
命

率
向
上
を
図
り
安
心
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
民

間
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

な
ど
、
今
後
、
設
置
箇
所

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
　
町
内
で
も
既
に
大
型

ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
病
院
な
ど
の
民
間

施
設
で
も
設
置
の
輪
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
意

向
も
含
め
た
現
状
調
査
を

実
施
し
、
設
置
に
向
け
て

協
力
を
依
頼
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
使
用

方
法
に
つ
い
て
も
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
シ
ス
テ
ム

問
　
開
発
局
で
は
、
道
路

等
の
不
具
合
を
情
報
共

有
す
る
た
め
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
た
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
が
、
美

幌
町
に
お
い
て
も
導
入
す

る
考
え
は
。
ま
た
、
パ
ト

ロ
ー
ル
で
発
見
し
て
か
ら

修
復
す
る
ま
で
の
期
間
は
。

答
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
情
報

提
供
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
、
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
施
設
全
般
の

不
具
合
を
通
報
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
修
復
す
る
ま
で
の

期
間
は
、
舗
装
道
路
で
は

除
雪
や
凍
上
な
ど
を
原
因

と
す
る
箇
所
数
も
多
い
こ

と
か
ら
、
耐
久
性
を
発
揮

す
る
た
め
、
舗
装
路
盤
が

安
定
す
る
５
月
連
休
明
け

頃
か
ら
６
月
中
旬
頃
ま
で

か
か
る
場
合
も
あ
る
。

電
子
決
済
の
導
入

問
　
電
子
決
済
導
入
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
美
幌

町
に
お
い
て
も
、
町
税
の

納
付
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
に
よ
る
支
払
い

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

峠
の
湯
、
登
栄
ご
み
処
分

場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
町
民
会
館
、
し
ゃ

き
っ
と
プ
ラ
ザ
、
博
物
館

な
ど
の
施
設
に
お
け
る
使

用
料
や
利
用
料
の
支
払
い

に
電
子
決
済
を
導
入
す
る

考
え
は
。

答
　
町
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
電
子
決
済
の
導
入

を
進
め
て
い
く
必
要
性
を

強
く
認
識
し
て
お
り
、
今

年
度
冬
頃
を
目
途
に
役
場

本
庁
舎
戸
籍
年
金
グ
ル
ー

プ
の
窓
口
で
住
民
票
発

行
手
数
料
な
ど
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
き
る
端

末
を
導
入
す
る
こ
と
で
準

備
し
て
い
る
。
窓
口
で
の

使
用
感
や
利
用
実
績
な
ど

導
入
後
の
経
過
を
踏
ま
え
、

公
共
施
設
や
関
連
施
設
な

ど
へ
の
拡
充
を
順
次
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

藤原議員の一般質問YouTube配信は
3:46:00 から 4:20:00 です。

◆ 

藤ふ
じ

原わ
ら

　
公こ

う

一い
ち 

議
員

公
共
施
設
等
で
の
決
済
方
法

躊
躇
せ
ず
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
も
ら
う
た
め

公
共
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
の
三
角
巾
常
備
の
考
え
は

使
用
に
対
す
る
抵
抗
感
を
和
ら
げ
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と

な
る
た
め
美
幌
消
防
署
と
協
議
し
検
討
し
た
い

問答

公
共
施
設

設
置
Ａ
Ｅ
Ｄ

町
施
設
の
維
持
管
理

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
認
可
外
保
育
園
で
あ

る
ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
、

令
和
９
年
３
月
を
も
っ
て

閉
園
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
３
月
策
定
の

「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
の
中

に
お
い
て
、
閉
園
後
の
園

児
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確

保
に
つ
い
て
具
体
性
に
欠

け
る
内
容
を
示
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
ひ
ま
わ
り

保
育
園
を
は
じ
め
認
定
こ

ど
も
園
関
係
者
、
町
立
保

育
園
職
員
と
ど
の
よ
う
な

協
議
を
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
現
状
で
の
具
体
的
な

方
向
性
や
課
題
は
。

答
　
本
年
１
月
に
、
法
人

か
ら
閉
園
の
意
向
が
時
期

も
含
め
て
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
閉
園
後
の
在
園
児

の
受
入
先
の
確
保
を
は
じ

め
、
保
育
園
職
員
の
今
後

の
対
応
、
さ
ら
に
現
在
使

用
し
て
い
る
町
の
施
設
及

び
法
人
所
有
の
施
設
の
今

後
の
取
扱
い
な
ど
、
閉
園

に
伴
う
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
を
進
め

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
認

定
こ
ど
も
園
と
は
、
ひ
ま

わ
り
保
育
園
の
閉
園
に
伴

い
、
０
歳
児
の
待
機
児
童

が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
０
歳
児
保
育
の
定
員

拡
大
を
打
診
し
、
０
歳
児

受
入
れ
の
拡
大
意
向
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年

か
ら
０
歳
児
の
受
入
れ
を

拡
大
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
な
お
、
町
立
保
育
園

と
し
て
は
、
保
護
者
の
ご

希
望
を
第
一
に
考
え
、
町

立
保
育
園
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
受
入
れ
が
可
能

と
な
る
よ
う
必
要
な
体
制

整
備
や
保
育
時
間
の
延
長

な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

町
立
保
育
園
の
今
後
の
在
り
方

問
　
予
想
を
超
え
る
少
子

化
の
進
行
と
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
近
い
将
来
、

町
立
保
育
園
の
統
廃
合
は

大
き
な
懸
念
事
項
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
３
月

策
定
の
「
美
幌
町
立
保
育

園
の
今
後
の
在
り
方
」
に

よ
る
と
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
今

後
の
園
児
数
の
推
移
、
保

育
環
境
の
変
化
や
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
私
立
認
定
こ
ど
も

園
を
活
用
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
町
立
保
育
園
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
踏
ま

え
、
再
編
に
取
り
組
む
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
園

児
数
の
減
少
や
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
定
員
確
保

と
町
立
及
び
私
立
の
役
割

分
担
を
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

定
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
待
機
児
童
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
を
第
一
に
、

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
及

び
町
立
保
育
園
が
連
携
し
、

地
域
全
体
で
必
要
な
定
員

を
確
保
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
私
立
の
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
園
が
持
つ
特
色

を
活
か
し
、
幼
保
連
携
型

の
保
育
・
教
育
一
体
的
な

取
組
や
０
歳
児
保
育
、
長

時
間
保
育
等
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
一

方
、
町
立
保
育
園
は
、
地

域
の
基
礎
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
役
割
を
担

い
、
特
に
保
育
の
必
要
性

が
高
い
ご
家
庭
へ
の
安
定

し
た
受
け
皿
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
ほ
か
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
経

験
と
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
分
野
に
お
け
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

上杉議員の一般質問YouTube配信は
4:31:00 から 5:07:02 です。

◆ 

上う
え
す
ぎ杉

　
晃あ

き

央お 

議
員

町
立
保
育
園
の
再
編
を
進
め
る
場
合
の

年
度
別
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

令
和
12
年
度
を
目
途
に
再
編
・
統
合
を

進
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

問答

子
育
て
支
援

の

充

実

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
地
域
用
水
広
報
館
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

自
治
会
活
動
を
は
じ
め
一

般
利
用
も
多
い
状
況
に
あ

る
が
、
現
在
の
指
定
管
理

料
で
は
管
理
運
営
が
で
き

ず
、
利
用
す
る
自
治
会
等

で
利
用
料
金
を
支
払
っ
て

い
る
。
ま
た
、
管
理
運
営

上
、
管
理
人
を
配
置
し
て

い
る
が
、
拘
束
時
間
に
見

合
っ
た
賃
金
が
支
払
わ
れ

て
い
な
い
と
考
え
る
。
管

理
人
賃
金
の
現
行
１
回
あ

た
り
の
単
価
千
円
の
見
直

し
及
び
指
定
管
理
料
積
算

基
準
に
お
け
る
年
間
利
用

回
数
２
０
０
回
の
上
限
撤

廃
の
考
え
は
。

答　

管
理
人
賃
金
の
基
準

単
価
は
、
毎
年
度
現
行
単

価
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、
運
営
実
態
や
指
定

管
理
制
度
に
よ
る
委
託
の

趣
旨
を
鑑
み
た
中
で
そ
の

妥
当
性
を
引
き
続
き
精
査

し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

地
域
用
水
広
報
館
の
令
和

６
年
度
利
用
実
績
は
、
指

定
管
理
料
積
算
基
準
に
お

け
る
年
間
利
用
回
数
の
上

限
２
０
０
回
を
超
え
て
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る

が
、
他
の
集
会
室
も
含
め
、

今
後
の
利
用
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
適
正
な
上
限
設
定

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
温
暖
化
の
影
響
で
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
６
月

で
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
高
齢

者
ば
か
り
で
な
く
子
ど
も

も
熱
中
症
で
命
を
落
と
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
厚
労
省
は
、
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
を
強

化
す
る
た
め
、
令
和
７
年

６
月
１
日
労
働
安
全
衛
生

規
則
を
改
正
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
①
熱
中
症
対

策
の
周
知
に
つ
い
て
、
②

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
、

③
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て
、
現
状
の
取

組
及
び
今
後
の
対
策
は
。

答　

①
町
広
報
へ
の
熱
中

症
対
策
の
特
集
記
事
掲
載

や
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
の
利
用
案
内
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
労

働
安
全
衛
生
規
則
改
正
に

伴
う
事
業
主
の
責
務
な
ど

に
つ
い
て
、
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
商
工
会
議
所

を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。
②
保
健
師

が
日
常
的
に
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
集
い

の
場
に
お
い
て
、
熱
中
症

予
防
に
関
す
る
情
報
提
供

や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
外
出
機
会
が

少
な
い
高
齢
者
世
帯
に
対

し
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
熱
中
症
を
予
防

す
る
た
め
に
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
冷
房
が
な
い
場

合
は
保
冷
材
等
で
体
を
冷

や
す
こ
と
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
す
る
こ
と
な
ど
、

具
体
的
な
熱
中
症
対
策
の

周
知
を
行
い
、
熱
中
症
予

防
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

③
暑
さ
指
数
に
応
じ
た

運
動
の
自
粛
や
中
止
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等
の

発
令
時
は
運
動
の
中
止
に

加
え
、
エ
ア
コ
ン
設
備
の

あ
る
教
室
な
ど
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
屋

外
で
運
動
を
行
う
際
は
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休

憩
を
取
る
と
と
も
に
、
活

動
時
間
を
適
宜
変
更
し
て

対
応
し
て
い
る
。
な
お
、

学
校
職
員
が
熱
中
症
を
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
作
業

を
行
う
と
き
は
、
各
学
校

に
お
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
な
ど
適
宜
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。

横山議員の一般質問YouTube配信は
5:31:00 から 6:25:38 です。

◆ 

横よ
こ
や
ま山

　
清き

よ

美み 

議
員

熱

中

症

対

策

管
理
人
賃
金
の
単
価
見
直
し
及
び
指
定
管
理
料
積
算
基
準

に
お
け
る
年
間
利
用
回
数
上
限
撤
廃
の
考
え
は

引
き
続
き
見
直
し
の
妥
当
性
を
精
査
、
今
後
の
利
用
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
適
正
な
上
限
設
定
を
検
討
す
る

問答

集
会
室
等
の

管
理
運
営

地域用水広報館

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
過
去
３
年
間
に
お
け

る
精
神
的
な
理
由
に
よ
る

町
職
員
の
退
職
者
数
及
び

病
気
休
暇
の
取
得
者
数
は
。

ま
た
、
精
神
的
な
理
由
に

よ
る
退
職
及
び
病
気
休
暇

取
得
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
実
態
を
ど
の
程
度
把

握
・
分
析
し
、
ど
の
よ
う

に
再
発
防
止
に
活
か
し
て

い
る
の
か
。

答　

精
神
的
な
理
由
に
よ

る
退
職
者
の
実
績
は
な
く
、

精
神
的
な
理
由
に
よ
る
病

気
休
暇
の
取
得
者
数
は
、

延
べ
人
数
で
令
和
６
年
度

６
名
、
令
和
５
年
度
３

名
、
令
和
４
年
度
２
名
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を

集
計
・
分
析
し
、
組
織
全

体
の
ス
ト
レ
ス
傾
向
や
職

場
環
境
の
課
題
に
対
す
る

提
案
を
受
け
て
お
り
、
高

ス
ト
レ
ス
者
に
対
し
て
は
、

産
業
医
等
に
よ
る
面
談
指

導
の
案
内
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
各
所
属
長
が
職
員

の
変
化
の
気
づ
き
や
必
要

に
応
じ
た
面
談
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
各
所
属
と

総
務
部
総
務
課
が
連
携
す

る
こ
と
で
状
況
を
把
握
し
、

相
談
や
支
援
体
制
の
充
実

を
組
織
的
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

窓
口
対
応
時
間
の
見
直
し

問
　
窓
口
の
受
付
時
間
短

縮
に
よ
り
生
ま
れ
た
時
間

を
活
用
し
て
、
新
規
事
業

提
案
に
向
け
た
意
見
交
換

を
実
施
す
る
な
ど
、
職
員

の
創
造
的
な
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
先
進
事
例
が

あ
る
が
、
美
幌
町
で
の
検

討
意
思
は
あ
る
の
か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

る
業
務
改
善
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
中
に
は
住
民

票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
年

に
１
度
、
全
職
員
を
対
象

に
事
務
改
善
提
案
を
募
り
、

そ
の
意
見
を
事
務
改
善
委

員
会
で
検
証
し
、
実
際
の

事
務
改
善
に
つ
な
げ
て
い

る
。

長
時
間
労
働
と
組
織
文
化
の
見
直
し

問
　
部
署
ご
と
の
業
務
量

・
業
務
分
担
・
残
業
時
間

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

可
視
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
を

基
に
公
平
で
健
全
な
働
き

方
を
実
現
す
る
仕
組
み
の

構
築
は
。

答　

毎
年
、
各
部
局
に
業

務
課
題
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
喫
緊
の
課
題
内
容

に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
。
業
務
内
容

に
つ
い
て
は
、
各
課
に
お

い
て
、
年
度
当
初
に
担
当

業
務
を
割
り
振
り
、
職
員

ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
残
業

時
間
に
つ
い
て
は
、
時
間

外
命
令
簿
を
作
成
し
各
職

員
の
残
業
時
間
数
を
把
握
、

全
職
員
の
状
況
を
集
計
し

全
管
理
職
で
確
認
し
て
い

る
。
所
属
長
が
定
期
的
に

業
務
量
や
進
捗
確
認
を
行

い
、
過
重
な
負
担
が
生
じ

て
い
る
業
務
分
担
を
見
直

し
て
い
る
が
、
今
後
も
適

正
な
業
務
配
分
と
健
康
的

な
勤
務
環
境
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

柔
軟
な
働
き
方
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

問
　
男
女
共
同
参
画
と
働

き
方
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

答　

従
来
型
の
働
き
方
で

は
通
用
し
な
い
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
い
る
。
町
民

が
不
利
益
に
な
る
こ
と

は
避
け
る
べ
き
だ
が
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
そ
の
ま
ま

応
え
る
こ
と
は
今
後
難
し

く
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
導
入
を
加
速
し
、
課
題

に
対
し
て
改
善
し
て
い
き

た
い
。
職
員
に
は
、
仕
事

だ
け
で
は
な
く
家
庭
や
地

域
の
一
員
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
伝

え
て
い
る
。
町
長
と
し
て

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。

宮崎議員の一般質問YouTube配信は
0:01:40 から 0:48:40 です。

◆ 

宮み
や

崎ざ
き  
奈な

津つ

江え 

議
員

働

き

方

改

革

経
験
あ
る
職
員
の
離
職
が
続
く
今
、
職
場
体
質
の
見
直
し
を

各
担
当
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て
、

職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

問答

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対

策

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
地
域
の
活
性
化
、
あ

る
い
は
人
口
減
少
対
策
を

進
め
る
政
策
と
し
て
、
高

校
存
続
へ
の
取
組
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
（
転
換
）

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
こ
の
政
策
転
換
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
。

答
　
中
学
校
の
教
育
内
容

や
指
導
方
法
の
理
解
を
深

め
る
た
め
美
幌
高
等
学
校

の
教
員
が
中
学
校
の
公
開

授
業
に
参
加
す
る
ほ
か
、

本
年
４
月
か
ら
は
町
立
小

中
学
校
校
長
の
月
例
会
議

に
、
美
幌
高
等
学
校
の
校

長
も
出
席
し
、
学
校
種
間

の
連
携
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
今
秋
を

目
途
に
高
校
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

美
幌
高
等
学
校
入
学
者
確

保
に
向
け
た
取
組
を
強
化

す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。

第
３
次
財
政
運
営
計
画

問
　
①
地
方
税
収
に
つ
い

て
労
働
人
口
の
減
少
は
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
算
出

根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
実
質
公
債
費
率
が
大
幅

に
膨
ら
む
計
画
と
な
っ
て

い
る
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
は
発
生
し
な
い
の

か
。
③
基
金
の
最
低
残
高

の
目
安
を
ど
の
程
度
と
判

断
し
て
い
る
の
か
。

答
　
①
平
成
15
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
実
績

で
、
人
口
は
５
千
人
減
少

し
て
い
る
も
の
の
税
収
は

約
２
億
円
増
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少

と
町
税
へ
の
影
響
は
必
ず

し
も
比
例
す
る
わ
け
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
大
幅
に
税
収
が
減
少

し
た
場
合
、
減
収
額
の

75
％
が
普
通
交
付
税
と
し

て
措
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
じ
て
町
の
歳
入
全
体
の

減
少
額
は
、
町
税
減
少
見

込
み
の
25
％
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。
②
実
質
公

債
費
率
の
ピ
ー
ク
は
14
・

３
％
で
あ
り
、
そ
の
後
は

緩
や
か
に
減
少
す
る
見
込

み
の
た
め
、
現
状
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。
③
全
国
の

市
町
村
に
お
け
る
積
立
状

況
に
よ
る
と
、
標
準
財
政

規
模
の
５
～
20
％
で
積
み

立
て
て
お
り
、
美
幌
町
の

標
準
財
政
規
模
約
70
億
円

だ
と
約
３
億
５
千
万
円
か

ら
14
億
円
の
残
高
が
一
つ

の
目
安
に
な
る
と
考
え
る
。

公
営
住
宅
整
備
事
業

問
　
旭
団
地
７
号
棟
建
設

事
業
費
が
約
２
倍
と
な
る

事
由
と
、
整
備
事
業
内
容

に
変
更
が
生
じ
て
い
る
場

合
、
そ
の
変
更
内
容
は
。

答
　
近
年
の
建
築
資
材
価

格
や
人
件
費
の
著
し
い
上
昇

が
主
な
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、

建
物
の
構
造
等
、
基
本
的

な
計
画
に
大
き
な
変
更
は

な
い
が
、
共
用
部
照
明
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
な
ど
環
境
へ
の

配
慮
と
い
っ
た
現
代
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
住
ま
い
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

浄
水
場
と
下
水
終
末
処
理
場

問
　
今
後
、
改
修
等
が
生

じ
て
く
る
と
思
う
が
、
財

源
確
保
の
見
通
し
及
び
今

後
の
基
金
積
立
の
考
え
は
。

答
　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

受
益
者
負
担
と
な
る
使
用

料
の
料
金
改
定
の
可
能
性

も
含
め
た
検
討
が
求
め
ら

れ
る
が
、
本
年
度
策
定
の

経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
経

費
の
削
減
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
持
続
可
能
な
事

業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

問
　
①
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

今
後
の
ニ
ー
ズ
、
②
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
よ

る
運
営
が
適
性
か
の
精
査
、

③
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
・
森
林
公

園
維
持
管
理
事
業
・
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
及
び
エ

コ
ハ
ウ
ス
管
理
事
業
に
分

離
し
た
経
営
に
関
す
る
試

算
に
つ
い
て
事
前
に
説
明

す
べ
き
で
は
。

答
　
内
部
協
議
の
詳
細
な

経
過
は
説
明
し
て
い
な
い

が
、
指
定
管
理
者
を
募
集

す
る
前
に
、
町
と
し
て
の

方
針
を
示
し
て
い
る
。
今

後
も
適
切
な
時
期
に
議
員

の
皆
さ
ま
に
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

松浦議員の一般質問YouTube配信は
1:00:10 から 2:00:35 です。

◆ 

松ま
つ
う
ら浦

　
和か

ず
ひ
ろ浩 

議
員

財

政

運

営

み
ど
り
の
村
再
整
備
事
業

高
校
存
続
へ
の
取
組
の
政
策
転
換
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
校
の
魅
力
化
を一層
推
進
し
、

高
校
の
入
学
者
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

問答

中
高
一
貫

教

育
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問
　
総
務
省
が
発
表
し
た

４
月
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
は
、
価
格
変
動
の
大

き
い
生
鮮
食
品
を
除
く
総

合
指
数
が
44
か
月
連
続
で

上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
東
京
都
で

は
、
今
夏
に
限
っ
た
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
水
道
の

基
本
料
金
を
無
償
と
す
る

方
針
を
決
定
し
た
が
、
美

幌
町
に
お
け
る
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
、
上
下
水
道

料
金
の
減
免
等
を
行
う
考

え
は
。

答
　
物
価
高
騰
の
支
援
に

対
す
る
財
源
は
、
財
政
力

が
低
い
本
町
に
お
い
て
は

国
の
交
付
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
追
加
配
分
等
を
見

極
め
な
が
ら
支
援
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
水
道
料
金
及
び
下
水

道
使
用
料
の
減
免
の
実
施

に
は
、
料
金
収
納
シ
ス

テ
ム
の
変
更
に
多
額
の
経

費
と
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
町
単
独
費
の
持
ち

出
し
も
多
く
、
物
価
高
騰

に
対
す
る
効
果
的
か
つ
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
支
援

に
は
つ
な
が
り
に
く
い
と

考
え
る
。
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
と
し
て
は
、
公

平
な
負
担
軽
減
が
で
き
る

よ
う
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
引
き
続
き
判
断
し
て

ま
い
り
た
い
。

問
　
現
在
、
下
水
終
末
処

理
場
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
泥
は
年
間
９
０
０
ト
ン

に
上
り
、
そ
の
処
理
に

つ
い
て
は
１
ト
ン
当
た

り
約
２
万
円
、
年
間
約

１
８
０
０
万
円
と
い
う
多

額
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
有
効
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
。
令
和

６
年
度
企
業
会
計
決
算
審

査
に
お
い
て
「
近
年
、
下

水
汚
泥
肥
料
が
注
目
を
浴

び
て
お
り
、
国
土
交
通
省

で
は
今
後
の
普
及
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
美

幌
町
に
お
い
て
も
下
水
汚

泥
肥
料
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
情
報

収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
調

査
研
究
を
進
め
、
結
果
に

よ
っ
て
は
町
内
農
家
等
へ

の
還
元
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
い
」
と
の
審
査
意
見

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
状
況
及
び
家
庭
菜
園

等
へ
の
活
用
を
視
野
に
入

れ
た
町
の
考
え
方
は
。

答
　
近
年
、
国
土
交
通
省

で
は
下
水
汚
泥
の
堆
肥
利

用
へ
の
普
及
促
進
に
向
け

た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て

も
、
堆
肥
利
用
の
拡
大
に

向
け
た
取
組
と
し
て
下
水

汚
泥
堆
肥
化
の
検
討
を
し

て
き
た
。
現
状
、
民
間
の

中
間
処
理
業
者
２
社
と
津

別
農
業
協
同
組
合
に
委
託

し
処
理
し
て
お
り
、
津
別

町
の
肥
料
製
造
施
設
で
は
、

試
験
的
に
下
水
汚
泥
の
堆

肥
化
の
利
活
用
に
向
け
た

実
験
を
実
施
し
た
が
、
肥

料
の
３
要
素
で
あ
る
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
の
養

分
が
少
な
い
こ
と
、
受
け

皿
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
、
今
後
整
理
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
下
水

汚
泥
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

肥
料
な
ど
様
々
な
面
で
の

活
用
を
引
き
続
き
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

伊藤議員の一般質問YouTube配信は
2:05:10 から 2:38:25 です。

◆ 

伊い

と

う藤
　
伸し

ん

じ司 

議
員

下
水
汚
泥
の
有
効
活
用

美
幌
町
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

上
下
水
道
料
金
の
減
免
等
を
行
う
考
え
は

減
免
の
実
施
に
多
額
の
経
費
と
時
間
を
要
す
る
た
め

効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
る

問答

物
価
高
騰

対

策
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入
居
率
改
善
へ
の
取
組

問
　
人
口
減
少
と
高
齢

化
な
ど
を
背
景
に
、
美
幌

町
に
お
け
る
公
営
住
宅
の

入
居
率
は
低
下
し
て
い
る
。

全
国
的
に
公
営
住
宅
の
弾

力
的
活
用
策
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
公

営
住
宅
の
活
用
策
を
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る

か
。

答
　
公
営
住
宅
の
果
た
す

役
割
や
今
後
の
需
要
動
向

を
見
据
え
た
う
え
で
、
特

に
住
宅
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
外
国
人
労
働

者
の
住
ま
い
に
つ
い
て
柔

軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

制
度
設
計
を
進
め
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
未
設
置
の
高
層
階
に

お
い
て
は
入
居
用
件
を
緩

和
し
、
若
年
の
単
身
者
の

入
居
を
可
能
と
す
る
方
向

で
、
民
間
住
宅
市
場
へ
の

影
響
も
注
視
し
な
が
ら
慎

重
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

風
呂
釜
未
設
置
住
宅
へ
の
対
応

問
　
①
生
活
保
護
世
帯
に

か
か
る
風
呂
リ
ー
ス
料
の

本
人
負
担
を
な
く
す
考
え

は
。

②
生
活
保
護
世
帯
以
外
の

入
居
者
に
か
か
る
町
で
の

新
規
風
呂
釜
設
置
、
風
呂

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
、
現
行
の
風
呂
リ
ー

ス
料
の
助
成
な
ど
の
改
善

策
の
検
討
は
。

答
　
①
生
活
保
護
費
の
生

活
扶
助
の
範
囲
内
で
対
応

す
べ
き
費
用
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
特
定
の

リ
ー
ス
料
を
公
費
で
追
加

負
担
す
る
こ
と
は
、
制
度

の
公
平
性
や
一
貫
性
を
損

な
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

実
施
し
て
い
な
い
。

②
恒
常
的
な
助
成
制
度
を

新
た
に
創
設
す
る
た
め
に

は
安
定
的
な
財
源
の
確
保

が
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お

い
て
は
見
通
し
を
立
て
る

こ
と
が
難
し
い
。
今
後
、

他
自
治
体
に
お
け
る
取
組

の
調
査
・
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

問
　
昨
年
４
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
費
助
成
制
度
は
、
現

行
の
助
成
金
額
の
増
額
や

対
象
者
の
拡
大
な
ど
、
改

善
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
満
65
歳
以
上
と

し
て
い
る
年
齢
要
件
を
改

め
、
若
年
層
に
も
拡
大
す

る
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え

る
。
全
道
・
全
国
的
に
補

聴
器
助
成
の
先
進
事
例
が

あ
る
こ
と
や
美
幌
町
に
お

け
る
10
件
と
い
う
助
成
実

績
を
鑑
み
、
積
極
的
に
改

善
を
図
る
べ
き
で
は
。

答
　
加
齢
に
よ
る
聴
力
低

下
が
顕
著
に
な
る
65
歳
以

上
の
方
々
を
主
な
対
象
と

し
、
日
常
生
活
に
支
障
が

生
じ
る
方
に
補
聴
器
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
補
聴
器
の
装
用

を
推
進
し
て
認
知
症
予
防

及
び
フ
レ
イ
ル
予
防
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
若
年
層
の

聴
覚
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
18
歳
未
満
の
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
の
方
に
対

し
、
言
語
習
得
、
音
声
・

言
語
機
能
、
意
思
伝
達
能

力
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
等
の
向
上
を

促
進
す
る
た
め
、
補
聴
器

購
入
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。
対
象
年
齢
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
難
聴
の
有

病
率
、
原
因
、
聴
力
レ
ベ

ル
、
そ
れ
ら
が
生
活
に
与

え
る
具
体
的
な
影
響
に
つ

い
て
情
報
収
集
す
る
と
と

も
に
、
国
の
動
向
、
特
に

障
が
い
者
総
合
支
援
法
に

お
け
る
補
装
具
費
支
給
制

度
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

も
十
分
考
慮
の
上
、
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。

大江議員の一般質問YouTube配信は
4:00:07 から 5:00:55 です。

◆ 

大お
お

江え

　
道み

ち

男お 

議
員

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成

全
国
的
に
公
営
住
宅
の
弾
力
的
活
用
策
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
美
幌
町
で
の
検
討
状
況
は

民
間
の
住
宅
市
場
へ
の
影
響
も
注
視
し
、

入
居
用
件
の
緩
和
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
る

問答

公
営
住
宅
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全議員の政務活動費収支状況をお知らせします

令和６年度　政務活動費収支報告

政務活動に要する経費（使途基準）

令和６年度　政務活動費　使途別集計表

　美幌町では、議員一人当たり月額２万円の政務活動費が交付されています。議員活動をするうえで、必要な経費
の一部として交付するもので、使途は資料購入費や広聴広報費などさまざまです。

　各議員から令和６年度政務活動費収支報告がありましたので、お知らせします。

項　　目 内　　　　　　容
調 査 研 究 費 調査委託費、交通費、宿泊費等
研 修 費 会費、交通費、宿泊費、会場費、機材借上費、資料印刷費等
要 請 陳 情 等 活 動 費 会場費、機材借上費、資料印刷費等
会 議 費 会場費、機材借上費、資料印刷費等
資 料 作 成 費 印刷製本費、原稿料等
資 料 購 入 費 書籍購入費、新聞雑誌購読料等
広 聴 広 報 費 広報紙等印刷費、送料、交通費等
事 務 所 費 事務所の賃借料、管理運営費等
事 務 費 消耗品費、備品購入費、通信費等

交付番号

区　分

第 １ 号 第 ２ 号 第 ３ 号 第 ４ 号 第 ５ 号 第 ６ 号 第 ７ 号 第 ８ 号 第 ９ 号 第１０号 第１１号 第１２号 第１３号 ―
合　　計 構 成 比

木 村 利 昭 宮崎奈津江 藤 原 公 一 伊 藤 伸 司 松 浦 和 浩 稲 垣 淳 一 戸 澤 義 典 横 山 清 美 馬 場 博 美 吉 住 博 幸 髙 橋 秀 明 上 杉 晃 央 大 江 道 男 大 原 　 昇

1 調査研究費 20,225 18,600 36,691 20,225 69,399 ― 165,140 6.3%

2 研 修 費 9,000 100,580 49,326 171,408 77,000 158,590 ― 565,904 21.5%

3 要請陳情等…
活 動 費 ― 0 0.0%

4 会 議 費 ― 0 0.0%

5 資料作成費 ― 0 0.0%

6 資料購入費 78,351 151,460 94,492 92,600 124,693 113,356 77,772 91,466 1,500 9,972 12,472 ― 848,134 32.3%

7 広聴広報費 80,134 64,721 51,844 59,370 51,844 248,659 278,856 ― 835,428 31.8%

8 事 務 所 費 43,860 ― 43,860 1.7%

9 事 務 費 1,734 39,510 25,169 2,517 13,250 2,758 67,706 15,111 ― 167,755 6.4%

収 支 報 告 分…
合 計 109,359 263,986 151,460 235,172 198,320 298,618 113,356 247,617 215,467 69,206 168,562 276,242 278,856 ― 2,626,221 100.0%

返… … …還… … …金 130,641 0 88,540 4,828 41,680 0 126,644 0 24,533 170,794 71,438 0 0 ― 659,098

交付決定額(A) 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 ― 3,120,000

交付確定額(B) 109,359 240,000 151,460 235,172 198,320 240,000 113,356 240,000 215,467 69,206 168,562 240,000 240,000 ― 2,460,902

執行率…(B÷A) 45.6% 100.0% 63.1% 98.0% 82.6% 100.0% 47.2% 100.0% 89.8% 28.8% 70.2% 100.0% 100.0% ― 78.9%

（単位：円）

注：政務活動費の交付を受けていない議員の各欄は「－」と表示。
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こんなことを決めました

５月臨時会 議会運営委員会・常任委員会委員が改選
　令和７年第３回臨時会は、５月16日に招集され、会期を１日間と決定した後、議席の一部を変更し、議会運営委
員や常任委員の選任など、任期後半（２年）の議会構成を決定しました。

　その後、町提出議案等を審議し、いずれも原案どおり可決して閉会しました。

　

委 員 長　　稲　垣　淳　一
副委員長　　宮　崎　奈津江
委　　員　　木　村　利　昭
委　　員　　馬　場　博　美
委　　員　　吉　住　博　幸

委 員 長　　藤　原　公　一
副委員長　　横　山　清　美
委　　員　　馬　場　博　美
委　　員　　宮　崎　奈津江
委　　員　　吉　住　博　幸
委　　員　　大　江　道　男
委　　員　　大　原　　　昇

委 員 長　　伊　藤　伸　司
副委員長　　髙　橋　秀　明
委　　員　　木　村　利　昭
委　　員　　上　杉　晃　央
委　　員　　稲　垣　淳　一
委　　員　　松　浦　和　浩

議会運営委員会（定数７人以内）

総務福祉常任委員会（定数７人）

経済教育常任委員会（定数７人）

稲垣委員長 宮崎副委員長

伊藤委員長 髙橋副委員長

藤原委員長 横山副委員長

〈所管事務調査項目〉
　・議会の運営に関する事項
　・議会の会議規則、委員会条例等に関する事項
　・議長の諮問に関する事項

〈所管事務調査項目〉
　・産業振興
　・建設水道行政
　・教育行政

〈所管事務調査項目〉
　・行財政運営　　・地域振興　・防災
　・民生福祉行政　・医療行政

令和７年８月１日発行 No .２５７び ほ ろ 町 ぎ か い

（16）



こんなことを決めました

専決処分の承認

動 産 の 取 得

計 画 の 変 更

■美幌町税条例の一部改正
　地方税法の一部改正（軽自動車税の税率区分の追加、国民健康保険税の課税限度額の改定等）
■令和６年度美幌町一般会計補正予算（第10号）
　繰越明許費確定に伴う会計処理
■令和６年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　療養給付費の確定に伴う会計処理
■令和６年度美幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　事務費繰入金の確定に伴う会計処理
■令和６年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第４号）
　介護サービス給付費の確定に伴う会計処理

　

１件の意見書を可決し関係機関へ提出

　昨年より、スーパーマーケットや米小売店では米の品薄状態が続き、米の販売価格は、昨年比の約1.8倍にまで達
しており、現在も続く米の販売価格の高騰は、米を主食とする国民生活に大きな影響を及ぼしている。国はこの現状
を重視し、2025年３月中旬から保有している備蓄米の放出を開始したが、４月13日までに小売業者などの消費現
場に届いた量は非常に少なく、国民が備蓄米放出の効果を実感するには至っていないのが現状である。このことか
ら、消費者への安定的な米の供給及び上昇した米の販売価格を落ち着かせるための措置を講ずるよう要望する意見
書を議員提案の上、全会一致で可決し、国の関係機関へ提出しました。

■政府備蓄米放出における市場流通に係る国の管理・監視体制の強化を求める意見書
　…………………………………………………………………………………………【提出先】内閣総理大臣　外

すべて原案どおり可決しました。

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

■多目的造林機械（中古品）　995万5,000円

■除雪ロータリー	 4,895万円

■ホイールローダー	 2,744万5,000円

■美幌町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更
　令和３年９月に策定した市町村計画について、令
和７年度に実施する一部の事業が未登載であること
から、過疎地域の持続発展の支援に関する特別措置
法に基づき、計画の一部を変更するもの
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地方議会議員の多彩化に向けて

議会傍聴の際の水分補給が可能になりました

議会を傍聴しませんか 議会ホームページもご覧ください
　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開
かれ、議場入口にある受付票に住所と氏名を記入
いただければ、どなたでも議会を傍聴できます。

北海道町村議会議長会議員研修会
　７月８日（火）、北海道町村議会議長会が主催の研修会へ全議員で出席しました。
　西南学院大学法学部教授の勢

せいいち

一智
と も こ

子氏から「地方議会における議員の多彩化に向けて―地域社会
の「鏡」としての議会を考える―」と題して、人口戦略会議副議長の増

ま す だ ひ ろ や

田寛也氏から「人口減少社
会を生き抜くために」と題した講演を受け、人口減少社会の本
格的な到来が地域にもたらすものが何かを地域全体でしっかり
と考えていくこと、地域の将来像をどう描くか、それに向けて
限られた地域資源の投資先を厳選すること、多様な人材が参画
し住民に開かれた地方議会を実現することなどについて学ぶこ
とができ、有意義な研修となりました。

　これまで傍聴席では飲食ができませんでしたが、議会傍聴規則の改正により、
令和７年４月から体調管理のため水またはお茶の水分補給が可能になりました。
■飲物は各自ご持参ください。
■水筒やペットボトルなど、ふた付きの容器に入れてお持ちください。
■音を立てるなど審議の妨げとなる行為はお控えください。
■…議場内では議員及び説明員（職員）なども飲水しますのでご了承ください。

「本会議開会中のライブ中継」や常任委
員会の開催日などもお知らせしています。
美幌町ホームページから「美幌町議会」
をご覧ください。ＱＲコードからアクセ
スできます

6月定例会の傍聴者は10名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

　日程が正式に決まり次第、町のホームページな
どでお知らせします。

9月定例会は
9月9日(火)頃から開かれる予定です。

こちら
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